
算数科における教授方略の改善の試み 

－割合の問題解決と数直線図指導の関わりを探る－ 
M14EP008 

清水 光 
 

問題  

本テーマを取り上げる理由は２つある。 

１つめは，算数科５学年単元「小数のかけ

算」で下のような問題を取り上げた私自身の

研究授業での課題があげられる。 

１ｍのねだんが９０円のリボンを，2.6ｍ

買いました。代金はいくらですか。 

単元のねらいは「小数倍による乗法の意味

の拡張」と「割合(的)な考え方の習得」であ

るが，当時の研究授業では，正答を求めるこ

とだけに終始してしまい，２つのねらいの達

成にはほど遠いものだった。その後も何度か

この単元を指導する機会があったが，児童に

納得できるような指導ができなかったとこの

単元の指導の困難さを感じている。 

２つめは，平成２６年度に行われた全国学

力・学習状況調査において，下図の問題にお

いて，青いテープの長さを求める式を「80×0.

4」と解答した児童が 54.3％と少ないこと，

さらに「80÷0.4」「80－0.6」と誤答した児童

がそれぞれ 28.1％，15.6％と多かったことが

あげられる。 

目的  

以上の問題から本報告書は，算数科の教授

方略において（教員視点における）ただ「（学

習内容を）教える」や（児童視点における）

「教えられる」ではなく，（教員視点における）

「考え方や学び方を教える」や（児童視点に

おける）「自分たちの力で問題課題解決ができ

る」という，現代主流となりつつある問題解

決型学習にもとづく改善の試みを，主に割合

の問題解決とその有効な数直線図指導を取り

上げ検証するものである。すなわち，割合の

問題解決，特に割合の中でも日常の文脈に即

した文章題の問題解決にはどのような困難さ

があるのか，その指導にはどのような教授方

略が効果的なのかについて，数直線に着目し

研究を進めていく。 

先行研究  

まず「問題解決」といった場合にどのよう

な過程を経て解決へ導くのか先行研究を中心

に探っていく。一般的には，下図のように表

すことができる。 

 
特に，「自分たちの力で問題解決ができる」

という視点から考えると「学習方略」の部分

に留意する必要がある。授業では教師側から

ある教授方略を用いて指導が行われ，その「教

授」を経て児童自らが取り組む「学習方略」

の獲得へと変容させることが授業のねらいの

一つとしてとらえることができる。 

次に算数科については下図のようなものに

なると思われる。 

 

図２：問題解決

図３： 

割合の問題解決

図１：全国学力学習状況把握調査算数問題
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